
　８月１６日、役場前駐車場で「あぐいふれあい盆踊りの夕べ」が町文化協
会の主催で盛大に開催されました。阿久比音頭などの曲や太鼓の音に合わ
せて、会場に設けられたやぐらの周りを、幼い子どもから大人までが輪になっ
て踊り、夏の夕べを楽しんでいました。

No. 965

“私も楽しく踊ったよ” 
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主な内容 

阿久比谷虫供養 

まちの話題 

ページ 

　９月２３日、卯之山地区の津嶋神社で行われる県指定無
形民俗文化財「知多の虫供養行事」に出掛けませんか。 

　第４回児童会サミットが開かれ、子どもたちが活
発な話し合いを行った話題などを紹介。 

受講生を募集 
　「いつでも、どこでも、だれでも」。生涯学習
を支援する教室や講座を開講します。 

□ 8

あぐいぶらり旅 
　中央公民館かいわいをぶらり。携帯電話の
メールばかりチェックする友人は…。 

□ １１ 

□ 6

□ 2
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虫供養会場 

知多の虫供養行事（県指定無形民俗文化財）
今年の虫供養は卯之山地区で開催されます。

☆阿久比谷虫供養の歴史
　平安時代の良忍上人の教えから広まった虫供養も、天正５(１５７７) 年坂部城が織田信長の家臣 佐久間信盛の手勢
によって焼かれると、治安悪化で中止に追い込まれました。
　その後、戦乱が治まった江戸時代に再び行われるようになりました。宝暦６(１７５６) 年には行事が永久に継続でき
るよう当番制と寄付制が設けられました。寛政７(１７９５) 年には虫供養の道具などを紛失した場合には虫供養の仲間
から除外するといった厳しい申し合わせが決められました。
　明治時代には 廃  仏  毀 

はい ぶつ き

 釈 の影響で一時中止に追い込まれましたが、住民の強い声で復活しました。
しゃく

　現在の虫供養行事は、町内１３地区の持ち回りで当番を受け持ち、当番になる地区では寒干し・土用干しをはじめ
１年をかけ、９月２３日 (秋分の日 ) の虫供養当日を迎えます。当日は鉦や太鼓の音が響き、大道場では導師の先導
で百万遍念仏が唱和され、大数珠が操られます。
　供養場内に建てられた大塔婆の砂山は、乳幼児に裸足で踏ませると『かんの虫封じ』になり、健やかに成長でき
るという言い伝えがあります。
　戦乱の世で何度中断しても、力強くよみがえった虫供養の歩みは、阿久比住民の心意気と誇りの象徴です。
□問い合わせ先　社会教育課　�（４８）１１１１（内２６２）

　　　　　　　虫供養は知多出身で融通念仏の始祖  良  忍  上  人 の教えが
りょう にん しょう にん

　　　元になり、農作業によって犠牲になった虫を供養するために念仏をしたのが
　始まりといわれ、平安時代の終わりころから、この地方で行われるようになった民俗信
仰事行です。
　　昭和５８年には東浦・知多・常滑と共に「知多の虫供養行事」として愛知県無形
　　　　　　　民俗文化財に指定されました。

周辺地図 百万遍念仏

日時　９月２３日（祝）　午前９時～午後4時
場所　卯之山津嶋神社
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スケジュール
午前９時　開始
午後０時３０分　 囃子 奉納

はやし

午後１時　　　百万遍念仏開始
午後３時１０分　囃子奉納
午後４時　　　終了
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○　地方公共団体（都道府県・市区町村）に対する寄付金控除の拡充

　　「ふるさと」など地方公共団体に貢献や応援をしたいという納税者の思いを実現する観点から、次のように寄
付金税制の見直しが行われました。

　　◇　平成２０年 1月 1日からの寄付金について、個人が地方公共団体へ年間５,０００円を超える金額の寄付をした
場合、一定の限度まで所得税と合わせて以下のように全額控除となります。

　　◇　【税額控除額の計算方法など】
　　　　対象寄付金　地方公共団体への寄付金
　　　　控除方式　　税率（１０％）を掛け、税額を算出した後で控除する税額控除方式
　　　　控除率　　　寄付金のうち、５,０００円を超える金額を一定の限度まで所得税と合わせて全額控除
　　　　計算方法　　①と②の合計額を税額控除
　　　　　　①　基本控除額
　　　　　　［地方公共団体に対する寄付金－５,０００円］×１０％
　　　　　　②　特例控除額
　　　　　　［地方公共団体に対する寄付金－５,０００円］×［９０％～５０％］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所得税の税率により変動

　　　　　　※　②の額については、個人住民税所得割額の１割を限度
　　　　控除対象となる寄付金の上限額　地方公共団体に対する寄付金以外の寄付金と合わせて総所得金額等の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０％
　　　
　　◇　手続き
　　　寄付金控除を受けるためには、地方公共団体が発行する領収書などを添付して、所得税の確定申告をしてく

ださい。所得税の確定申告を必要としない方は、住民税の申告をしてください。

○　上場株式などの配当・譲渡益の軽減税率の廃止と損益通算の範囲の拡大

　　◇　上場株式などの配当・譲渡益に係る税率は、１０％（うち地方税３％）でしたが、平成２１年以降は、原則
２０％（うち地方税５％）になります。ただし、平成２１年から平成２２年の間（２年間）は、配当のうち１００万円
以下の部分と譲渡益のうち５００万円以下の部分は従前の１０%になります。

　　◇　上場株式などの譲渡損失と配当との間の損益通算の仕組みを導入します。
　　　・　申告による方法は、所得税は平成２１年分から、住民税は平成２２年度分から適用されます。
　　　・　源泉徴収口座を活用する方法は、平成２２年１月から適用されます。

○　公的年金から個人住民税を天引きします。

　　　６５歳以上の公的年金受給者の納税の便宜や徴収の効率化を図るため、平成２１年１０月支給分の公的年金から個
人住民税を天引きする、特別徴収制度を導入します。今後、詳細について広報などでお知らせします。

□問い合わせ先　税務課住民税係　�（４８）１１１１（内２２０・３０２・３０５）
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９３ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合
は�（４８）７０３０へ問い合わせてくださ
い。最新のメッセージを聞くことがで
きます。

体
験
・
着
衣
着
火
の
消
火
方
法
・
放
水
体

験
・
規
律
体
験
・
消
防
車
試
乗
な
ど
で
す
。

　

今
春
、
県
下
（
名
古
屋
市
を
除
く
）
の

消
防
署
に
採
用
と
な
っ
た
新
人
署
員
が
、

熱
心
に
子
ど
も
た
ち
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）
は
、
少

年
期
か
ら
火
災
予
防
に
関
す
る
知
識
を
身

に
付
け
さ
せ
、
火
遊
び
な
ど
の
危
険
な
行

為
を
防
止
し
て
、
各
家
庭
や
学
校
で
火
災

の
防
止
を
図
り
、
火
災
予
防
思
想
の
素
地

を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
足
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
レ
ベ
ル
の
組
織
団
体
で
、
阿

久
比
町
の
四
つ
の
小
学
校
に
あ
り
、
五
年

生
と
六
年
生
が
会
員
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

七
月
三
十
日
に
愛
知
県
消
防
学
校
（
尾

張
旭
市
）
で
「
一
日
入
校
」
が
行
わ
れ
、

阿
久
比
町
の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ（
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）

の
代
表
十
五
人
が
参
加
し
て
、
防
火
や
救

急
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

一
日
入
校
は
、
消
防
に
つ
い
て
の
関
心

を
深
め
さ
せ
、
防
火
意
識
の
高
揚
と
親
睦

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

体
験
し
た
種
目
は
、
地
震
体
験
・
濃
煙

消防学校へ一日入校 

BFCメンバーが消防体験 

消防学校へ一日入校 

BFCメンバーが消防体験 

消防学校へ一日入校 

BFCメンバーが消防体験 

放水体験に真剣に取り組む子どもたち

消防署員から説明を受けるＢＦＣメンバー

　町民の皆さんに、災害に関する情報や台風などの気象情報を

迅速、的確にお知らせするために、「あんしん・防災ねっと」

を開設しています。

 災害時緊急メール 

　自分の携帯電話のメールアドレスを登録することで、町から発

信する防災の緊急情報などをメールでお知らせします。

※　災害時緊急メール登録者数９２０人（８月２１日現在）

　インターネット接続画面からアドレスを入力してください。

☆アドレス

　http://www.anshin-bousai.net/agui/

※　すべての携帯電話端末に対応しています。

※　阿久比町のＨＰからも閲覧できます。

☆阿久比町のＨＰアドレス

　http://www.town.agui.lg.jp

台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンにににににににににににににににににににににににににににににににに備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備ええええええええええええええええええええええええええええええええてててててててててててててててててててててててててててててててて台風シーズンに備えて
－防災緊急情報を携帯電話で－
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全国へ発信 　 
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○ ２４ 

　生活習慣・学習習慣・食育研究部会で作成した「家庭、園・学校がともに育ち合うための手
引き」の中から、乳幼児期子育てQ＆Aの一部を紹介します。家庭教育の参考にしてください。 

□問い合わせ先　学校教育課�（４８）１１１１（内２０２）

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育てててててててててててててててててててててててて QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA子育てQ&A
Ｑ　忙しいときぐらいは、テレビやビデオ、ゲームを見せてもよいので
はないですか。

Ｑ　家では、ささいなことでしょっちゅう兄弟
げんかをします。

　テレビやビデオを見せている間に「家事をやってしまお
う」という気持ちは分かりますが、頼りすぎてついつい長
時間見せていませんか。

＜テレビ，ビデオのプラス面＞
・　興味のあるものを見たり、何度も繰り返し見たりする
ことができる。

・　音やきれいな色の映像が感動的である。

＜マイナス面＞
・　一方的に与えられる映像と音で受け身の状態が続くことにより、自分で実際に
経験し、感じとり、学ぶことができにくい。

・　自分の思いを言葉や態度で表現することが苦手になる。
・　視力低下へとつながることがある。

　　おとなしくしているから、家事ができるからと、何時間
も見せたりせず、

　①「見る時間を自分で決めさせる」
　②「見る場所（距離）を決める」など
約束をすることが大切です。

　基本的には、兄弟げんかに
は、親は立ち入らない。（子
ども同士のけんかにも親は立
ち入らない。）これが原則で
す。
①　子どもは、けんかによっ
て人間関係を学んでいきま

す。たとえけんかしていても、次の日はお互いケ
ロッとしていて一緒に遊んでいます。それに大人が
介入すると、かえってこじれることが多いです。

②　危険を伴うとき、人の心を傷つけたときは、すぐ
に止めて、気持ちを落ち着かせましょう。その後で
お互いの話を聞き、相手の痛みや思いに気付くよう
に知らせていきましょう。

③　けんかは基本的にはやらせておく。しかし、その
後の悔しい気持ちを一人ひとり、しっかり聞いてあ
げることでまた仲直りできます。

④　子どもがまだ２歳以下で、人とのかかわりがまっ
たくわからない時は、大人が入って、いろいろ知ら
せることも必要です。

⑤　「お兄ちゃんだから…」「お姉ちゃんだから…」
という言葉で治めると、不満やストレスが残ります。
両方の思いを受け止めてあげましょう。

Ｑ　嫌いなものを食べようとしません。無理に食べ
させなくてもいいですか。

　好きなものならたくさん食べられるか
らといって、嫌いなものを避けていると
栄養が偏ってしまいます。栄養をバラン
スよく取ることは、体の発育に欠かせな
い大切なことです。
①　嫌いだからとあきらめないようにし
ましょう。
　・　子どものためと考え、食べさせるための言葉掛けや方

法を工夫しましょう。
②　調理方法を工夫しましょう。
　・　細かくきざんでみる。
　・　子どもの好きなものと混ぜたり、組み合わせたりして

みる。
　・　子どもが喜ぶような盛りつけをする。
③　絵本などを使って子どもに興味をもたせましょう。

④　「親が嫌いだから・・・」は親の
勝手です。
　「私（母親）は牛乳が嫌いなので家
では飲ませません」。「父親が肉が好
きで家では肉中心で野菜は食べません」
などの声を聞くことがあります。
　親の好き嫌いで子どもの食生活が偏
らないようにしましょう。
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●夏休みにボランティア活動

町内の福祉施設でボランティア活動を体験する「サ
マーボランティアスクール」に阿久比中学校の演劇部
５人が参加しました。
ボランティアスクールは、町社会福祉協議会が学生
などから参加者を募り、夏休みを利用して催されてい
ます。
演劇部の生徒たちは７月２５日、もちの木園を訪れ、

園生たちと作業を一緒に行ったり、演劇を披露したり
するなどしてボランティアを体験しました。「皆さんに
楽しんでもらえてよかったです」と生徒は感想を話し
ていました。

「桃太郎」の劇を披露する阿中演劇部の生徒たち

●中学生、部活動頑張る

７月３１日、阿久比中学校の生徒１３人が県大会への出
場報告に町長室を訪れました。
陸上競技、バトミントン、柔道、新体操、水泳、サッ

カーの各競技の大会に出場する生徒たちに町長は「悔
いの残らないよう試合に臨み、いろいろな大会で阿久
比の名を広めてきてください」と激励しました。
陸上８００メートル走で竹内麻里子さん（３年生）、水

泳２００メートル平泳ぎで加藤光君（３年生）は全国大会
へも出場。３年生の皆さんは中学校生活最後となる夏、
部活動でよい思い出ができたでしょうか。

元気いっぱい報告に訪れた中学生の皆さん

�������

第４回児童会サミットが８月４日、
英比小学校図書室で開かれました。
今回のサミットのテーマは「思いや

りあふれる学校にするための取り組
み」。町内４小学校の児童会役員２２人と
オブザーバーとして阿久比中学校の生
徒会役員２人が参加し、意見発表や話
し合いを行いました。
発表の中では、ペットボトルの

キャップを集めてワクチンの寄付をす
る活動や、学年の違う児童同士が交流
を深めるための「ペア活動」「スポー
ツ大会」「アミューズメントパーク」
など、実際に各学校で取り組むユニー
クな活動が報告されました。
今回、「阿久比町の小学校全体で行え

る取り組みを考えたらどうだろうか」
という意見がまとまりました。「思いや
りあふれる学校づくり」に向けた子ど
もたちの目は、真剣そのものでした。

�������	
�



広報あぐい　２００８年９月１日号

7

●商工会青年部、手作りいかだスプリントレースで優勝

８月１０日幡豆町の東幡豆港で開かれた「はずストー
ンカップチャレンジレース２００８」に阿久比町商工会青
年部が出場しました。「阿久比の名を各地に広めたい」
という青年部の意向で毎年このレースに参加していま
す。
手作りのいかだで、海に浮かべたブイを回り、千メー

トルコースでタイムを競う「エキスパート部門」では
４位でしたが、アトラクションとして行われた約百
メートルの速さを競う「スプリントレース」では見事
優勝を果たしました。自らもレースに出場した町長は
「若者の熱意を感じた。各地で阿久比の名を売り込ん
でほしい」と選手の健闘をたたえました。

優勝が決まり、喜ぶ町長と商工会青年部のメンバー

●バレーボール全国大会に出場

全日本６人制バレーボールクラブカップ男子選手権
大会（７月３１日～８月３日、奈良県で開催）に出場する
新美和弘さん（植）が、７月３１日、出場報告に町長室を訪
れました。
新美さんはクラブチームＩ．Ｖ．Ｃ（アイブイシー）に
所属し、チームではアタッカーとして活躍しています。
「普段の力を出し切り、予選突破をして上位入賞をねら
います」と力強く大会への意気込みを話していました。

健闘を誓う新美さん

●お父さん、ナイスレシーブ

親子ビーチボールバレー決勝大会が、８月１６日英比
小学校体育館で行われました。
４つの小学校地区でそれぞれ予選を行い、勝ち進ん

だ１２チームが決勝大会に出場しました。
昨年に引き続き「山田パワーズ」チームが優勝し、

連覇を果たしました。金メダルを手にした優勝メン
バーは「去年よりも、超気持ちいい」と笑顔で感想を
話していました。大会結果は次のとおりです。
優勝　山田パワーズチーム、準優勝　高根台Ｂチー

ム、３位　板山Ａチーム・山田ラフトスチーム

真剣にビーチボールバレーに取り組む親子

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●消防署阿久比支署救助技術大会で準優勝

８月５日、三重県消防学校で開かれた第３７回消防救
助技術東海地区指導会で、愛知県陸上の部「ほふく救
出」に出場した阿久比支署チームが準優勝（２１チーム
参加）に輝きました。
ほふく救出は、ビルや地下街などで煙に巻かれた要

救助者を救出するための訓練です。三人一組で行い、
要救助者を安全な場所へ運ぶまでの所要時間を競いま
した。結果報告に町長室を訪れたチームのメンバーは
「日ごろの練習の成果は出せた。優勝は逃したが、皆
さんを助け出す自信は付いた」と話していました。

準優勝の報告に訪れた阿久比支署チームのメンバー

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 
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広報あぐい　２００８年９月１日号

�◆
期
間　
　

十
月
八
日（
水
）〜
十
二
月
二

十
四
日（
水
）全
六
回

◆
時
間　
　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　
　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　
　

一
般

◆
定
員　
　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　
　

三
千
二
百
円

◆
内
容　
　

斬
新
な
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
学
び
ま
す
。

◆
講
師　
　

太
田
桂
子

�◆
期
間　
　

十
一
月
十
九
日（
水
）〜
十
一

月
二
十
八
日（
金
）全
四
回

◆
時
間　
　

午
後
四
時
〜
午
後
六
時

◆
会
場　
　

阿
久
比
中
学
校

◆
対
象　
　

一
般

◆
定
員　
　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　
　

千
円

楽
し
い
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

パ
ソ
コ
ン
教
室
「
年
賀
状
を
作
ろ
う
」
①

◆
内
容　
　

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
づ
く
り

を
学
び
ま
す
。

◆
講
師　
　

高
士
敦
子

�◆
期
間　
　

十
二
月
一
日（
月
）〜
十
二
月

十
日（
水
）全
四
回

◆
時
間　
　

②
午
前
十
時
〜
正
午

　
　
　
　
　

③
午
後
七
時
〜
午
後
九
時

◆
会
場　
　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　
　

一
般

◆
定
員　
　

②
③
各
十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　
　

千
円

◆
内
容　
　

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
づ
く
り

を
学
び
ま
す
。

◆
講
師　
　

高
士
敦
子

�◆
期
間　
　

十
月
六
日（
月
）〜
八
日（
水
）

全
三
回

◆
時
間　
　

午
後
四
時
〜
午
後
六
時

パ
ソ
コ
ン
教
室
「
年
賀
状
を
作
ろ
う
」
②
③

パ
ソ
コ
ン
教
室
「
エ
ク
セ
ル
関
数
」

◆
会
場　
　

阿
久
比
中
学
校

◆
対
象　
　

一
般
（
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
を

習
得
し
た
方
）

◆
定
員　
　

三
十
人

◆
受
講
料
な
ど　
　

二
千
六
百
円
程
度

◆
内
容　
　

パ
ソ
コ
ン
で
エ
ク
セ
ル
の
関

数
を
学
び
ま
す
。

◆
講
師　
　

高
士
敦
子

�◆
期
間　
　

十
月
十
五
日（
水
）・
十
六
日

（
木
）全
二
回

◆
時
間　
　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　
　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　
　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
持

つ
親
（
託
児
付
き
、
人
数
に

制
限
あ
り
）

◆
定
員　
　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　
　

千
百
円
程
度

◆
内
容　
　

パ
ソ
コ
ン
に
子
ど
も
や
ペ
ッ

ト
の
写
真
を
取
り
い
れ
て
Ｔ

シ
ャ
ツ
な
ど
に
プ
リ
ン
ト
を

し
ま
す
。

◆
講
師　
　

高
士
敦
子

�◆
期
間　
　

十
一
月
二
十
七
日（
木
）

マ
マ
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

米
パ
ン
づ
く
り

◆
時
間　
　

午
前
九
時
半
〜
正
午

◆
会
場　
　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　
　

一
般

◆
定
員　
　

二
十
四
人

◆
受
講
料
な
ど　
　

五
百
円
程
度

◆
内
容　
　

米
粉
を
使
っ
た
パ
ン
づ
く
り

を
し
ま
す
。

◆
講
師　
　

農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　

山
本
澄
代
ほ
か

�◆
期
間　
　

十
月
八
日（
水
）〜
十
一
月
十

二
日（
水
）全
六
回

◆
時
間　
　

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

◆
会
場　
　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　
　

一
般

◆
定
員　
　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　
　

六
千
二
百
円
程
度

◆
内
容　
　

魚
や
野
菜
を
使
っ
た
和
食
の

味
付
け
な
ど
を
学
び
ま
す
。

◆
講
師　
　

都
筑　

宰

�◆
期
間　
　

十
一
月
二
十
日（
木
）〜
平
成

二
十
一
年
二
月
十
九
日（
木
）

全
七
回

◆
時
間　
　

午
前
十
時
〜
午
後
零
時
半

◆
会
場　
　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　
　

一
般

◆
定
員　
　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　
　

七
千
四
百
円
程
度

◆
内
容　
　

い
ろ
い
ろ
な
食
材
を
使
っ
た

洋
食
の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。

◆
講
師　
　

フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　

鬼
頭
寿
夫

和
食
あ
れ
こ
れ

洋
食
あ
れ
こ
れ

平
成
２０
年
度
第
三
期 

生
涯
学
習
教
室
・
講
座
開
講 

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
を
目
標
に
町
民
の
皆
さ
ん

の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
教
室
・
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
年
四
回
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は
そ
の
第
三
回
目
で
す
。 

　
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 



広報あぐい　２００８年９月１日号

9

�◆
期
間　
　

十
二
月
六
日（
土
）

◆
時
間　
　

午
前
十
時
〜
午
後
一
時

◆
会
場　
　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　
　

一
般
（
男
性
）

◆
定
員　
　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　
　

千
円

◆
内
容　
　

は
じ
め
て
料
理
に
挑
戦
す
る

男
性
の
方
で
簡
単
な
料
理
方

法
を
学
び
ま
す
。

◆
講
師　
　

管
理
栄
養
士　

岡
本
和
代

�◆
期
間　
　

十
一
月
二
十
二
日（
土
）

◆
時
間　
　

午
前
十
時
〜
午
後
零
時
半

◆
会
場　
　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　
　

親
子
（
父
と
子
）

◆
定
員　
　

十
二
組

◆
受
講
料
な
ど　
　

八
百
円

◆
内
容　
　

親
子
で
ソ
バ
打
ち
を
体
験
し

ま
す
。

◆
講
師　
　

阿
久
比
ソ
バ
打
ち
同
好
会

　
　
　
　
　

國
嶋　

治

�◆
期
間　
　

九
月
二
十
七
日（
土
）

◆
時
間　
　

午
前
十
時
〜
午
後
一
時

◆
会
場　
　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　
　

一
般

◆
定
員　
　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　
　

千
円
程
度

◆
内
容　
　

健
康
食
材
の
酢
を
使
っ
た
料

理
方
法
を
学
び
ま
す
。

◆
講
師　
　

管
理
栄
養
士　
　

岡
本
和
代

レ
ッ
ツ
ス
タ
ー
ト
は
じ
め
て
の
料
理

「
パ
パ
の
料
理
で
一
家
だ
ん
ら
ん
」

パ
パ
と
つ
く
ろ
う「
そ
ば
打
ち
体
験
」

お
酢
を
使
っ
て
健
康
料
理

�◆
期
間　
　

十
月
十
九
日（
日
）

◆
時
間　
　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　
　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　
　

一
般

◆
定
員　
　

百
人

◆
受
講
料
な
ど　
　

無
料

◆
内
容　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
一

日
か
ら
始
ま
る
裁
判
員
制
度

の
説
明
・
質
疑
応
答
と
ビ
デ

オ
上
映
を
行
い
ま
す
。

◆
講
師　
　

名
古
屋
地
方
検
察
庁
職
員

�◆
期
間　
　

十
一
月
三
十
日（
日
）〜
平
成

二
十
一
年
三
月
一
日（
日
）全

十
回

◆
時
間　
　

小
学
二
年
生
〜
三
年
生

　
　
　
　
　
（
午
前
十
時
〜
午
前
十
一
時
）

　
　
　
　
　

小
学
四
年
生
〜
五
年
生

　
　
　
　
　
（
午
前
十
一
時
〜
正
午
）

◆
会
場　
　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　
　

小
学
二
年
生
〜
小
学
五
年
生

◆
定
員　
　

小
学
二
年
生
〜
三
年
生

　
　
　
　
　

二
十
人

　
　
　
　
　

小
学
四
年
生
〜
五
年
生　

　
　
　
　
　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　
　

二
千
円

◆
内
容　
　

遊
び
な
ど
か
ら
英
語
に
慣
れ

る
こ
と
や
英
語
で
の
異
文
化

交
流
を
行
い
ま
す
。

◆
講
師　
　

大
石　

治

裁
判
員
制
度
講
座

子
ど
も
英
語
教
室
Ａ
Ｂ
Ｃ

（
Ａ
ｇ
ｕ
ｉ 
Ｂ
ｕ
ｄ
ｓ 
Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
）

�

�

�

�

���������������������

���������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

□申込資格
　町内在住・在勤・在学している方

□申込期間
　９月１６日（火）まで

□申し込み方法
　　電話（平日午前９時～午後５時）、Ｆ
ＡＸ、メール、公民館窓口で申し込んで
ください。
　※　定員を超えた場合は初めての方を優

先し、抽選により決定させていただき
ます。申し込みが１０人未満の場合や講
師の都合により変更などもありますの
でご了承ください。

□問い合わせ先　社会教育課公民館係
　�（４８）１１１１（内２６０）　ＦＡＸ（４８）６２２９
　メールアドレス
　shakyo@town.agui.lg.jp

　スポーツ村トレーニング室移転
のため、９月２２日（月）から３０日（火）
まで使用を中止します。
　期間中ご迷惑をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
　新トレーニング室はスポーツ村
クラブハウスに移転し、１０月１日
（水）からオープンしますので、ご
利用ください。
□問い合わせ先
　阿久比スポーツ村　�（４９）２５００
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�

�

�

�

������������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

レ
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
上
手
に
つ
き

合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

あ
な
た
の
心
は
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

簡
単
な
ス
ト
レ
ス
度
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
次
の
項
目
の
う
ち
、
最
近
一

カ
月
の
間
に
思
い
あ
た
る
も
の
は
い
く
つ

あ
る
で
し
ょ
う
か
。（
関
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク

式
）

□
１　

家
庭
内
で
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

あ
っ
た
。

□
２　

自
分
を
取
り
巻
く
環
境
に
多
く
の

変
化
が
あ
っ
た
。

□
３　

楽
し
み
に
し
て
い
る
趣
味
な
ど
が

な
い
。

□
４　

実
践
し
て
い
る
運
動
な
ど
が
な
い
。

□
５　

気
分
が
沈
み
が
ち
で
憂
う
つ
。

□
６　

さ
さ
い
な
こ
と
で
腹
が
立
ち
、
イ

ラ
イ
ラ
す
る
。

□
７　

仕
事
を
や
る
気
が
な
く
、
疲
れ
や

す
い
。

□
８　

人
に
会
う
の
が
お
っ
く
う
で
、
何

で
も
面
倒
く
さ
い
。

□
９　

前
日
の
疲
れ
が
取
れ
ず
、
朝
か
ら

体
が
だ
る
い
。

□　
　

寝
つ
き
が
悪
く
、
夢
を
見
る
こ
と

１０

が
多
い
。

□　
　

朝
、
気
持
ち
よ
く
起
き
ら
れ
ず
に
、

１１

気
分
が
悪
い
。

□　
　

頭
が
す
っ
き
り
せ
ず
、
重
く
感
じ

１２

ら
れ
る
。

□　
　

肩
こ
り
や
背
中
と
腰
が
痛
く
な
る

１３

こ
と
が
あ
る
。

□　
　

食
欲
が
な
く
な
り
、
次
第
に
体
重

１４

が
減
っ
て
き
た
。

□　
　

腹
が
張
り
、
下
痢
や
便
秘
を
交
互

１５

に
繰
り
返
す
。

□　
　

目
が
疲
れ
、
め
ま
い
や
立
ち
く
ら

１６

み
が
あ
る
。

□　
　

急
に
息
苦
し
く
な
り
、
胸
が
痛
く

１７

な
る
。

□　
　

手
足
が
冷
た
く
感
じ
、
汗
を
か
き

１８

や
す
い
。

□　
　

よ
く
風
邪
を
ひ
き
、
治
り
に
く
く

１９

長
引
く
。

□　
　

医
師
の
診
察
を
受
け
て
も
、
気
の

２０

せ
い
だ
と
言
わ
れ
た
。　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
五
個
以
下
…
正
常
範
囲

・
六
個
〜
十
個
…
ス
ト
レ
ス
予
備
状
態

　
　

↓

　
　

　

休
養
を
取
り
、
気
分
転
換
を
し
ま
し
ょ

う
。

・
十
一
個
〜
十
六
個
…
ス
ト
レ
ス
状
態

　
　

↓
　

心
が
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

・
十
六
個
以
上
…
ス
ト
レ
ス
症

　
　

↓

　

で
き
る
だ
け
早
く
専
門
医
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

○
今
日
か
ら
で
き
る
心
の
健
康
づ
く
り

①　

生
活
の
乱
れ
は
、
疲
労
や
ス
ト
レ
ス

の
も
と
に
。
食
事
、
睡
眠
時
間
な
ど
、

規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
作
る
。

②　

入
浴
、
音
楽
を
聴
く
、
散
歩
な
ど
、

自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法
を
見
つ

け
る
。

③　

気
分
転
換
を
図
る
こ
と
を
大
切
に
す

る
。
熱
中
で
き
る
趣
味
や
旅
行
も
い
い

で
し
ょ
う
。

④　

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
遠
慮
な
く
助
け

を
求
め
た
り
、
相
談
し
た
り
す
る
。

　
　

必
要
に
応
じ
て
、
メ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
な
ど
の
専
門
機
関
も
あ
り
ま
す
。

　

社
会
生
活
を
す
る
上
で
、
避
け
て
は
通

れ
な
い
ス
ト
レ
ス
。
過
度
の
ス
ト
レ
ス
に

よ
り
、
心
に
不
調
を
き
た
し
て
い
る
人
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
め
ざ
せ
！
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
あ
ぐ
い

　

」
計
画
で
も
、「
こ
こ
ろ
」
に
つ
い
て

２１の
項
目
が
あ
り
、
み
ん
な
で
目
指
す
目
標

を「
お
だ
や
か
な
心
で
、生
き
が
い
を
も
っ

て
生
活
で
き
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

心
も
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
ス
ト

スススススススススススススススススススス
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
スススススススススススススススススススス

ス
ト
レ
ス

　

半
田
保
健
所
で
は
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
と

ク
ロ
ー
ン
病
の
消
化
器
系
難
病
で
療
養
中

の
患
者
が
よ
り
快
適
に
在
宅
療
養
が
で
き

る
よ
う
に
、
患
者
と
家
族
を
対
象
に
し
た

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

九
月
三
十
日（
火
）　

午
後
二

時
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

半
田
保
健
所　

四
階
大
会
議

室
（
半
田
市
出
口
町
１
―　

―
４
）

４５

□
内　

容　

講
話
「
今
日
か
ら
で
き
る
！

自
宅
で
で
き
る
食
事
の
工
夫
」

□
講　

師　

知
多
厚
生
病
院　

管
理
栄
養

士　

岡
田
美
智
子
氏

□
申
込
期
限　

九
月
二
十
六
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

半
田
保
健
所
健
康
支
援
課
地
域
保
健
グ

ル
ー
プ　

�（
２
１
）３
３
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
４
）７
１
４
２

消
化
器
系
難
病
患
者
・
家
族
教
室
を
開
催
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町
立
中
央
公
民
館
か
い
わ
い
を
歩
い
た
。

役
場
の
北
側
に
本
館
と
南
館
が
並
ぶ
。

本
館
の
周
り
を
ぐ
る
り
と
回
る
。
東
側

の
壁
際
は
、
花
壇
に
植
え
ら
れ
た
ゴ
ー
ヤ

の
つ
る
が
伸
び
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
作
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
白
い
壁
に
緑
が
映
え
、

美
し
い
景
観
を
醸
し
出
す
。

中
央
公
民
館
本
館
は
昭
和
五
十
二
年
九

月
に
完
成
。
三
階
建
て
で
、
趣
味
や
サ
ー

ク
ル
な
ど
各
種
の
活
動
を
幅
広
く
行
え
る

場
所
で
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
町
の
生
涯
学

習
の
拠
点
で
あ
る
。

南
側
入
口
か
ら
本
館
の
中
に
入
る
。
夏

休
み
に
開
放
さ
れ
る
町
営
プ
ー
ル
で
の
遊

び
を
終
え
て
、
親
の
迎
え
を
待
つ
子
ど
も

た
ち
が
、
ロ
ビ
ー
の
い
す
で
く
つ
ろ
ぐ
。

友
人
が
、
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
男
の
子

に
声
を
掛
け
る
。「
プ
ー
ル
で
毎
日
遊
ぶ
の
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
北

島
康
介
知
っ
て
る
か
？
」。「『
超
気
持
ち
い

い
』の
人
で
し
ょ
」。
子
ど
も
た
ち
と
の
会

話
が
弾
む
。
こ
の
夏
は
ど
こ
へ
行
っ
て
も

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
話
題
で
盛
り
上
が

る
。公

民
館
の
中
央
に
は
中
庭
が
造
ら
れ
る
。

す
ら
り
と
孟
宗
竹
が
群
生
し
、
地
面
に
は

砂
利
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
お
し
ゃ
れ
な
日

本
庭
園
が
演
出
さ
れ
て
い
る
。
庭
を
見
て

抹
茶
で
も
飲
み
な
が
ら
一
服
と
い
き
た
い

と
こ
ろ
だ
が
、外
は
暑
い
の
で
、ク
ー
ラ
ー

の
利
い
た
ロ
ビ
ー
か
ら
庭
園
を
満
喫
。

二
階
へ
と
足
を
運
ぶ
。
資
料
室
に
町
の

遺
跡
や
古
窯
か
ら
出
土
し
た
や
じ
り
や
つ

ぼ
が
飾
ら
れ
る
。
小
学
五
年
生
の
と
き
、

歴
史
ク
ラ
ブ
に
一
年
在
籍
し
、
考
古
学
者

を
夢
見
た
私
？
に
と
っ
て
は
興
味
深
い
も

の
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。「
こ
の
や
じ
り
さ

あ
・
・
・
・
」。
得
意
に
な
っ
て
力
説
し
た

が
、
隣
を
振
り
向
く
と
友
人
は
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
を
見
て
ニ
ヤ
ニ
ヤ
。
古
代
ロ
マ

ン
に
は
ま
っ
た
く
興
味
が
な
さ
そ
う
だ
。

公
民
館
で
は
、
か
つ
て
結
婚
披
露
宴
も

行
わ
れ
、
三
組
が
宴
を
挙
げ
た
。
三
階
大

会
議
室
に
あ
る
大
き
な
「
び
ょ
う
ぶ
」
は
、

そ
の
と
き
の
名
残
り
で
も
あ
る
。
新
婚
ホ

ヤ
ホ
ヤ
で
も
あ
る
友
人
に
「
も
う
一
度
こ

こ
で
披
露
宴
や
っ
た
ら
ど
う
」
と
勧
め
る
。

「
今
の
幸
せ
を
、
も
う
一
度
み
ん
な
に
見

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
冗
談
で
す
け
ど

ね
・
・
・
」。
美
人
の
奥
さ
ん
を
も
ら
っ
た

男
の
言
葉
に
は
自
信
と
深
み
が
あ
る
。

公
民
館
を
出
る
。
涼
を
求
め
て
町
営

プ
ー
ル
を
の
ぞ
く
。
プ
ー
ル
で
は
子
ど
も

た
ち
が
元
気
だ
。「
北
島
の
ま
ね
か
な
あ
。

平
泳
ぎ
す
る
子
が
多
い
よ
ね
」
と
友
人
に

話
し
掛
け
た
が
返
事
が
な
い
。
ま
た
メ
ー

ル
を
見
て
ニ
ヤ
ニ
ヤ
。
し
ば
ら
く
新
婚
の

友
人
と
は
会
話
が
か
み
合
わ
な
い
ぶ
ら
り

旅
が
続
く
か
も
し
れ
な
い
。

N

半田警察署 
阿久比交番 

名鉄 
阿久比駅 

阿久比神社 

阿久比 
老人憩の家 

あいち知多農協 
阿久比支店 

阿久比町 
商工会館 

半田消防署 
阿久比支署 
半田消防署 
阿久比支署 

中
央
公
民
館 

本
館 

南
館 

阿久比中学校 

オアシスセンター オアシスセンター オアシ
ス大橋

 

町営プール 阿久比町役場 阿久比町役場 

坂田川 

殿
越
川
 

十
ケ
川 

阿久比町役場前 

阿久比駅前 

遺跡や古窯から出土したやじりやつぼが並ぶ資料室

町営プールで元気に遊ぶ子どもたち
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ま
あ
ち
ゃ
ん
は
、ラ
ー
メ
ン
が　

だ
い

す
き
。
ツ
ル
ツ
ル
っ
と
、ラ
ー
メ
ン
を　

た

べ
て
い
た
と
き
、
い
い
こ
と
を　

お
も

い
つ
い
た
。

「
ラ
ー
メ
ン
に
、
ま
ほ
う
を　

か
け
よ

う
、
ど
ん
ど
ん　

ふ
え
る
よ
う
に
」

　

じ
っ
と　

ラ
ー
メ
ン
を　

み
つ
め
な

が
ら
、
テ
レ
ビ
で
み
た
り
、
ほ
ん
で
よ

ん
だ
り
し
た　

じ
ゅ
も
ん
を
、
ち
い
さ

な
こ
え
で　

つ
ぶ
や
い
た
。

「
ア
ブ
ラ
カ
タ
ブ
ラ　

チ
チ
ン
プ
イ
プ

イ 
マ
ハ
ラ
タ
マ
ハ
ラ
ハ
」

「
ま
あ
ち
ゃ
ん
、
な
に　

ぶ
つ
ぶ
つ　

い
っ
て
る
の
？
ラ
ー
メ
ン　

の
び
ち
ゃ

う
わ
よ
」

「
い
い
の
。
い
ま　

だ
い
じ
な
と
こ
ろ　

な
ん
だ
か
ら
」

（
マ
マ
に
は
、
わ
た
し
の
た
の
し
み
と 

し
ょ
く
よ
く
が
わ
か
ん
な
い
ね
）
と
、

こ
こ
ろ
の
な
か
で　

つ
ぶ
や
く
と
、
ど

ん
ぶ
り
を
も
っ
て　

に
わ
に
で
た
。

「
さ
あ
、
も
う
い
ち
ど
い
く
わ
よ
。
で

て
ら
っ
し
ゃ
い　

で
て
ら
っ
し
ゃ
い
、

わ
た
し
の
ラ
ー
メ
ン
。
ふ
え
ろ　

ふ
え

ろ
、
わ
た
し
の　

ラ
ー
メ
ン
。

ア
ブ
ラ
カ
タ
ブ
ラ　

チ
チ
ン
プ
イ
プ
イ

マ
ハ
ラ
タ
マ
ハ
ラ
ハ
。
ア
ブ
ラ
カ
タ
ブ

ラ
…
…
」

　

な
ん
か
い　

く
り
か
え
し
た
だ
ろ
う
。

き
が
つ
く
と
、
い
い
に
お
い
に　

さ
そ

わ
れ
て
、
き
ん
じ
ょ
の　

い
ぬ
の
シ
バ

ち
ゃ
ん
や
、ね
こ
の
タ
マ
、カ
ラ
ス
に　

へ

び
の
お
や
こ
、
お
お
き
な
か
え
る
に　

ち
い
さ
な
ね
ず
み
が
、
あ
つ
ま
っ
て
き

て
い
た
。

　

ま
あ
ち
ゃ
ん
は
、
み
ん
な
が　

な
か

よ
く
あ
つ
ま
っ
て
る
こ
と
に
、
ち
ょ
っ

と 
び
っ
く
り
し
た
。
け
れ
ど
、

「
あ
ん
た
た
ち
も　

ラ
ー
メ
ン
が　

た

べ
た
い
の
ね
。
ま
っ
て
な
さ
い
」

と
い
う
と
、
ど
ん
ぶ
り
に　

む
き
な
お

り
、
も
う
い
ち
ど　

き
あ
い
を
い
れ
て
、

じ
ゅ
も
ん
を　

と
な
え
た
。

「
ア
〜
ブ
ラ
カ
タ
ブ
ラ　

チ
チ
ン
プ
イ

プ
イ　

マ
ハ
ラ
タ
マ
ハ
ラ
ハ
ァ
〜
」

　

プ
ク
リ

　

い
き
な
り　

ス
ー
プ
が　

な
み
う
っ

た
。
そ
し
て
、み
る
み
る
う
ち
に　

ラ
ー

メ
ン
が
ふ
え
だ
し
た
。

「
う
わ
っ
ほ
ー
い
。
や
っ
た
ー
。
ま
ほ

う
の
ラ
ー
メ
ン
だ
」

　

ま
あ
ち
ゃ
ん
は
、
て
を
た
た
い
て　

お

ど
り
だ
し
た
。
ど
う
ぶ
つ
た
ち
も　

い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
、
お
お
よ
ろ
こ
び
。

　

み
ん
な
で
、
ど
ん
ぶ
り
の　

あ
ち
こ

ち
か
ら　

あ
ふ
れ
だ
し
た　

ラ
ー
メ
ン

を
、
な
か
よ
く
た
べ
た
。

　

ズ
ル
ズ
ル
。

　

ツ
ル
ツ
ル
。

　

パ
ク
パ
ク
。

　

ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
。

　

チ
ュ
ル
チ
ュ
ル
。

「
あ
ー
お
な
か
い
っ
ぱ
い　

ワ
ン
」

「
も
う　

た
べ
ら
れ
な
い　

ニ
ャ
ー
」

「
チ
ュ
ル
チ
ュ
ル　

お
い
し
か
っ
た　

チ
ュ
ー
」

「
あ
た
ま
の
さ
き
か
ら　

し
っ
ぽ
ま
で
、

ラ
ー
メ
ン
に
な
っ
た
ニ
ョ
ロ
」

「
ク
ワ
ァ
ー
、
お
い
し
い
ス
ー
プ 
だ
っ

た
」

「
ケ
ロ
ケ
ロ
、
い
っ
ぱ
い　

た
べ
た

ケ
ロ
ー
」

「
あ
ー
し
あ
わ
せ
。
お
い
し
か
っ
た
わ
。

ご
ち
そ
う
さ
ま
」

　

す
る
と
、
あ
ー
ら　

ふ
し
ぎ
。
と
び

だ
し
て
い
た
ラ
ー
メ
ン
が
、
シ
ュ
ル

シ
ュ
ル
と
、
ど
ん
ぶ
り
の
な
か
に

も
ど
っ
て
い
き
、
な
ん
に
も　

な
か
っ

た
か
の
よ
う
に
、か
ら
っ
ぽ
に　

な
っ
た
。

 　

ま
あ
ち
ゃ
ん
は
、
そ
の
ご
も　

と
き

ど
き　

ラ
ー
メ
ン
ど
ん
ぶ
り
を
も
っ
て

に
わ
に
で
る
。
け
れ
ど
、
ど
う
や
ら
、

に
ど
と　

ま
ほ
う
は
、
か
か
ら
な
い
よ

う
だ
。
い
つ
も　

の
び
の
び
に
な
っ
て
、

ふ
や
け
て
ふ
え
た
ラ
ー
メ
ン
を　

た
べ

て
い
る
。

　

と
き
ど
き
、
か
お
を
み
せ
る　

シ
バ

ち
ゃ
ん
や　

タ
マ
や　

カ
ラ
ス
た
ち
も
、

ち
ょ
っ
ぴ
り　

ざ
ん
ね
ん
そ
う
だ
。

　
　

し
ろ
や
ま
会
員　
　
　

渡
辺
郁
己

ア
ブ
ラ
カ
タ
カ
タ
ブ
ラ 

ア
ブ
ラ
カ
タ
カ
タ
ブ
ラ 

ア
ブ
ラ
カ
タ
カ
タ
ブ
ラ 
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InformationInformation

お知らせ  
InformationInformation

�□
勤
務
場
所　

萩
、板
山
、福
住
、坂
部
、卯

之
山
、
矢
口
地
区

□
勤
務
内
容　

町
が
設
置
し
た
水
道
メ
ー

タ
ー
の
検
針
業
務
な
ど

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

平
成
二
十
一
年
一
月
か
ら

二
カ
月
（
奇
数
月
）
に
一
回
（
十
日
程

度
）

□
賃　

金　

検
針
数
約
千
件　

一
件
六
十

円
（
集
中
検
針
が
可
能
な
集
合
住
宅
の

検
針
は
一
件
五
十
円
）

□
応
募
資
格　

年
齢
六
十
四
歳
（
平
成
二

十
一
年
一
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
健
康

な
方
（
六
十
五
歳
定
年
）

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・

写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

九
月
十
六
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
課
上
水
業
務
係　

�（
４

８
）１
１
１
１
（
内
３
３
９
）

�
　

い
じ
め
・
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権

に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

九
月
八
日
〜
十
二
日　

午
前

八
時
半
〜
午
後
七
時
、
九
月
十
三
〜
十

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

�

�

�

�

四
日　

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

□
相
談
専
用
電
話
（
子
ど
も
の
人
権
１
１

０
番
）　

�
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１

０
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

名
古
屋
法
務
局
人
権

擁
護
部　

�
０
５
２（
９
５
２
）８
１

１
１
（
内
１
４
７
０
）

�
　

知
多
地
域
の
防
犯
意
識
を
高
め
、
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
愛

知
県
知
多
県
民
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
「
知

多
地
域
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
集
い
（
防

犯
講
演
会
）
」
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

十
月
十
七
日（
金
）　

午
後
二

時
〜
午
後
四
時

□
会　

場　

半
田
市
雁
宿
ホ
ー
ル
講
堂

□
講　

師　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
犯
学
校
校
長

　

梅
本
正
行 
氏

□
定　

員　

百
二
十
人
（
先
着
順
）

□
参
加
費　

無
料

□
申
込
期
限　

九
月
二
十
二
日（
月
）（
当

日
消
印
可
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
県
民
セ
ン
タ
ー
県
民
安
全
防
災
課

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
係　

�（
２
１
）８

１
１
１
（
内
２
０
４
）

　

ハ
ガ
キ
に
参
加
希
望
者
の
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

〒
４
７
５
‐
８
５
０
１
半
田
市
出
口
町

１
―　
３６

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�

�
　

九
月
二
十
四
日
「
清
掃
の
日
」
か
ら
十

月
一
日
「
浄
化
槽
の
日
」
ま
で
の
「
環
境

衛
生
週
間
」
行
事
の
一
環
で
、
東
部
知
多

衛
生
組
合
管
内
（
大
府
市
、
豊
明
市
、
東

浦
町
、
阿
久
比
町
）
の
小
学
四
年
生
か
ら

募
集
し
た
ポ
ス
タ
ー
（
優
秀
作
品
）
を
次

の
と
お
り
展
示
し
ま
す
。

□
展
示
場
所　

東
部
知
多
温
水
プ
ー
ル
二

階
ロ
ビ
ー
（
大
府
市
大
東
町
２
―　

）
９６

□
展
示
期
間　

九
月
二
十
日（
土
）〜
十
月

十
九
日（
日
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

東
部
知
多
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー　

�
０
５
６
２（
４
６
）８
８

５
５

�
　

ご
み
ゼ
ロ
社
会
推
進
あ
い
ち
県
民
会
議

で
は
、
ご
み
排
出
量
の
削
減
を
図
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
「
レ
ジ
袋
削
減
取
組
店
」

を
募
集
し
ま
す
。

　

①
レ
ジ
袋
の
有
料
化
②
レ
ジ
袋
代
金
の

値
引
き
③
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
充
実
④
そ
の

ほ
か
小
売
店
の
創
意
工
夫
を
実
施
ま
た
は

実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
県
内
の
小
売
店

を
対
象
と
し
ま
す
。

□
募
集
期
間　

九
月
一
日（
月
）〜
十
二
月

十
九
日（
金
）

□
応
募
方
法　

町
内
の
小
売
店（
事
業
者
）

は
、
環
境
衛
生
課
に
あ
る
登
録
申
込
書

に
、
必
要
な
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
県
内
の
複
数
の
市
町

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



村
に
所
在
す
る
複
数
の
小
売
店
の
登
録

を
希
望
す
る
事
業
者
は
愛
知
県
知
事
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
３
１
７
）

　

ご
み
ゼ
ロ
社
会
推
進
あ
い
ち
県
民
会
議

事
務
局　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
２
３

４
�大

村
安
代　

様（
東
京
都
世
田
谷
区
在
住
）

　

阿
久
比
町
へ
「
ふ
る
さ
と
阿
久
比
応
援

寄
付
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）」
五
万
円
を
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�



�

�

�

�

��������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

１０月２日（木）　場所　中央公民館本館
　　　　　　　時間　午後１時３０分～午後４時３０分
　NPO法人知多地域成年後見センターでは、成年後
見制度巡回相談（事前に予約が必要）を毎月行ってい
ます。
□問い合わせ先
　半田後見事務所（半田市福祉文化会館内）
　�（２１）０８１１

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				
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広報あぐい　２００８年９月１日号

Information

お知らせ  
InformationInformation

�
　

救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
の

講
習
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
け
い
れ
ん
し
た
心
臓
に

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
も
の
で
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員　

十
月
八
日（
水
）

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
半
田
消
防
署

�
�
�
�
�
�
�
	



東
浦
支
署
（
定
員
二
十
人
。
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
半
田
消
防
署

東
浦
支
署　

�
０
５
６
２（
８
３
）０

１
１
９

�
　

上
級
救
命
講
習
で
は
、
従
来
の
救
命
講

習
に
加
え
傷
病
者
管
理
や
副
子
固
定
、
熱

傷
の
手
当
て
、
搬
送
法
を
学
び
ま
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員　

十
月
十
八
日（
土
）

午
前
九
時
〜
午
後
六
時

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
半
田
消
防
署

（
定
員
三
十
人
。
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
半
田
消
防
署

�（
２
１
）１
４
９
２

�危
険
物
取
扱
者
試
験

□
試
験
日
な
ど

第
四
回
試
験

　

十
月
十
二
日（
日
）

　

一
般
対
象

　

乙
種
第
一
〜
六
類
・
丙
種

　

受
付
期
間　

九
月
八
日
〜
十
七
日

第
五
回
試
験

　

十
一
月
二
日（
日
）

　

高
校
生
対
象

　

乙
種
第
四
類
・
丙
種

　

受
付
期
間　

九
月
二
十
九
日
〜
十
月
七
日

□
試
験
会
場　

名
古
屋
市
内

□
試
験
手
数
料

�
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�

�

�

	

�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�
�

　

乙
種   
三
千
四
百
円
、
丙
種   
二
千
七
百
円

□
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

�
０
５
２（
９
６
２
）１
５
０
３

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

災
課
�（
２
１
）１
４
９
１

第
三
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

□
講
習
日
時　

九
月
二
十
五
日（
木
）

　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
講
習
会
場　

知
多
市
民
体
育
館

□
講
習
内
容　

乙
種
第
四
類
対
象

□
受
付
期
限　

九
月
二
十
四
日

□
講
習
費
な
ど　

受
講
料　

四
千
円

　

テ
キ
ス
ト
代　

四
千
円

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

　

災
課
�（
２
１
）１
４
９
１

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

□
講
習
日
な
ど　

十
月
十
六
日
、
十
七
日

ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ（
武
豊
町
民
会
館
）、

十
月
二
十
一
日
〜
二
十
四
日　

ウ
ィ
ル

あ
い
ち
（
名
古
屋
市
）

□
対
象　

免
状
交
付
者
で
、
危
険
物
製
造

所
な
ど
で
取
り
扱
い
作
業
に
従
事
し
て

い
る
方
（
保
安
監
督
者
も
含
む
）

□
講
習
種
別　

給
油
取
扱
所
、
特
定
事
業

所
、
一
般

□
受
付
期
間　

九
月
二
日
〜
九
日　

□
講
習
費
な
ど　

四
千
七
百
円

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

　

�
０
５
２（
９
６
１
）６
６
２
３

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

H
P

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp̃chitachu/

�自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
半
田
募
集
事
務
所　

�（
２

１
）０
０
０
４

Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.m
od.go.jp/

pco/aichi/

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�����������������������������

�����������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

　

平
成
二
十
年
阿
久
比
町
議
会
第
三
回

定
例
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

九
月
四
日（
木
）　

午
前
十

時
〜

□
問
い
合
わ
せ
先　

議
会
事
務
局

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
４
１
）

　

議
会
だ
よ
り
第
１
３
８
号
の
発
行
に

あ
た
り
、
表
紙
写
真
の
画
像
処
理
に
不

適
切
な
も
の
が
あ
り
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

訂
正
後
の
議
会
だ
よ
り
を
希
望
さ
れ

る
方
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
議

会
事
務
局
ま
で
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
をををををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

九
月
定
例
議
会
を
開
催

試験期日受付期間受験資格募集種目

９月２７日・２８日９月５日～９月９日・平成２１年４月１日現在、
１８歳以上２１歳未満 高卒者
（見込みを含む）

推薦
防衛大学校学生

１１月１５日・１６日

９月８日～９月３０日

一般

１１月１日・２日
・平成２１年４月１日現在、
１８歳以上２１歳未満 高卒者
（見込みを含む）

防衛医科大学校学生

１０月２５日
・平成２１年４月１日現在、
１８歳以上２４歳未満 高卒者
（見込みを含む）

看 護 学 生

年間を通じて行っ
ています。

・平成２１年４月１日現在、
１８歳以上２７歳未満男子２等陸・海・空士
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Information

�
　

毎
日
の
身
近
な
消
費
生
活
に
関
す
る
知

識
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

専
門
の
講
師
を
招
き
三
回
に
わ
た
り
実

施
し
ま
す
。
希
望
の
講
座
の
一
週
間
前
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
課
商
工
労
政
係　

�（
４
８
）１

１
１
１
（
内
２
２
７
）

�
　

阿
久
比
町
の
歴
史
・
文
化
を
よ
り
多
く

の
方
に
語
り
継
ぐ
「
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
ボ

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
養
成
講
座
を
実
施
し
ま

す
。

□
日　

時　

九
月
二
十
四
日（
水
）〜
十
二

月
十
日（
水
）全
六
回　

午
後
一
時
半
〜

午
後
四
時

□
場　

所　

中
央
公
民
館
本
館
ほ
か

□
対　

象　

町
内
に
在
住
・
在
勤
の
方

□
定　

員　

十
五
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）

□
受
講
料
な
ど　

二
百
円
程
度

□
内　

容　

先
進
地
視
察
、
学
習
会
、
ガ

イ
ド
体
験
な
ど

□
講　

師　

町
文
化
財
調
査
委
員
ほ
か

□
申
込
期
限　

九
月
十
二
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教

育
課
社
会
教
育
係　

�（
４
８
）１
１

１
１
（
内
２
６
２
）

�
　

愛
知
県
が
今
年
三
月
に
発
表
し
た
「
あ

い
ち
Ｂ
Ｃ
Ｐ
モ
デ
ル
」
を
使
っ
て
、
店
、

会
社
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）を
作
成

す
る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
日
時　

知
多
地
域
十
月
九
日（
木
）

　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

□
会
場　

知
多
総
合
庁
舎
三
階
大
会
議
室

□
募
集
定
員　

三
十
人

□
内
容　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
重
要
性
、
あ
い
ち
Ｂ

　

Ｃ
Ｐ
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

の
実
務
ポ
イ
ン
ト
な
ど

□
参
加
費　

無
料

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県

産
業
労
働
部
中
小
企
業
金
融
課　

�
０

５
２（
９
５
４
）６
３
３
５

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
　
（
財
）愛
知
県
労
働
協
会
で
は
、文
化
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。各
講
座
で
後
期

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
人
員　

各
講
座
若
干
名（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

ア
イ
プ

ラ
ザ
半
田（
半
田
勤
労
福
祉
会
館
）

　

�（
２
３
）２
２
５
５

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

今今月月のの納納税税ななどど
国民健康保険税　　　　２期分
介護保険料　　　　　　２期分
後期高齢者医療保険料　３期分
公共下水道事業受益者負担金　２期分
納期限は９月３０日（火）です。

会　場講　師内　容日　時

中央公民館本館
３０１号室

（社）環境創造研究センター
専務理事
児玉　剛則　氏

「自然環境と
地球温暖化」
について

９月２５日（木）
１３:３０～１５:３０

中央公民館本館
３０１号室

（株）東海分析化学研究所
顧問
坂部　孝夫　氏

「川の浄化」
について

９月３０日（火）
１３:３０～１５:３０

中央公民館本館
１０３号室

操体道普及の会講師
杉岡　和子　氏

「操体」によ
る健康づくり

１０月１６日（木）
１３:３０～１５:３０

受講料開講日講師講座内容科目

１期（３カ月）
７,８００円

月２回
第２・４土曜日
午前１０時～正午
午後１時～午後３時

日本画家
（日本美術院）
小柴年弘　先生

墨と筆が綾なす清美・・・・
墨の濃淡による技法など、
水墨画の基礎から高度な技
術までを指導します。

水墨画

１期（３カ月）
７,８００円
（粘土・焼成代別）

月２回
第１・３土曜日
午前１０時３０分
　～午後０時３０分

陶芸家（常滑）
中野光影　先生

土練り、成形、絵付など一連
の陶芸技術と知識を実技指
導します。粘土の持ち帰りに
よる家庭自習もできます。

陶　芸

１期（３カ月）
７,８００円

月２回
第２・４火曜日
　午前１０時～正午

日本絵手紙協会
評議員
奥田恵美子　先生

身近にある野菜、果物、草
花などをはがきや巻紙に描
き、余白にメッセージを添
えたものです。この絵手紙
を味わい深い作品にするた
めの方法を指導します。

絵手紙

　救急車で搬送した人の半数以上が入院の必要のない軽症者です。
　このままでは、本当に必要な人を待たせる心配も出てきました。
　皆さん自身の安心のために、救急車の適正利用をお願いします。
□問い合わせ先
　知多中部広域事務組合半田消防署阿久比支署　�（４７）０１１９

救急医療週間　９月７日（日）～９月１３日（土）

「本当に必要ですか？
　　　　　　　　救急車」
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，３８３　　（　６）

人　口　２５，０３４人（△２）

　男　　１２，３９９人（　１０）

　女　　１２，６３５人（△１２）

（　　）は前月との増減数

７月中の異動

　出生　１９　転入　  ９６

　死亡　１７　転出　 １００

平成２０年８月１日現在

人 口 と 世 帯
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町では河川の増水を早期に察知するために、下記の場所に河川水位警戒標識を設置しています。
日ごろから、設置個所や平常時の水位などを把握して、もしもの時に備えてください。
※　増水を察知したら河川には絶対に近よらないでください。

�草木川　　昭和橋下流右岸
�阿久比川　白沢橋上流右岸
�福山川　　福住新橋下流左岸
�西谷川　　神田橋下流右岸
�殿越川　　卯之宮橋上流左岸
�蟹田川　　野添橋下流左岸
�阿久比川　宮津橋上流右岸
�前田川　　梶明橋下流右岸
�英比川　　楢橋下流左岸
�十ケ川　　矢勝川除塵機上流右岸
�阿久比川　坂部橋下（愛知県設置）
�矢勝川　　岩滑西橋上流右岸
　　　　　　（半田市設置）
�矢勝川　　高田橋上流右岸
　　　　　　（半田市設置）
�矢勝川　　矢勝川除塵機南右岸
　　　　　　（半田市設置）
□問い合わせ先　建設課
　�（４８）１１１１（内２５６）

設 置 個 所

「川の防災情報」は 
阿久比町ホームページ防災情報からアクセスできます 
　　　　　 http://www.kasen-owari.jp/


